
2023年 3月 31日(金) 

栃木県生活協同組合連合会 

 

 

１．機関会議等 

⚫ 3月14 日(火) 第5回常務理事会  

【議決事項】 第1号議案 「栃木県生協連 就業規則」一部改定の件 

第2号議案 第54回通常総会関連事項 追加附議議案決定の件            

第3号議案 役員推薦委員会開催と委員互選の件 

第4号議案 第54回通常総会運営について 

第5号議案 第6回定例理事会（4/11 13:30-16:00）附議議案決定の件 

第6号議案 ユニセフ「ウクライナ緊急募金」の実施について 

第7号議案 ユニセフ「自然災害緊急募金～ﾄﾙｺ･ｼﾘｱ地震～」の実施について 

【協議事項】 1) 第54回通常総会議案書について 

2) 栃木県誕生150年記念事業への協力について(別チラシ参照) 

3) 役職員学習会の開催要請の対応について 

4) 2023-2024年度 中央地連運営委員推薦の件及び全体区理事の件 

【報告事項】 1) トルコ・シリア大地震災害募金の会員取り組み状況 

2) 2月度の定例報告及び決算報告 

3) 会員交流→会員の活動と経営状況などについて 

栃木県生活協同組合連合会 2023年 3月度の活動報告 

◇機関会議等 

14 日 第5回常務理事会 

27 日  第1回地域部会 

 

 

◇ネットワーク関連 

8 日 消費者ネットワーク学習会、通信テスト 

13 日 とちぎ消費者カレッジ(宇都宮商業高校) 

14日 とちぎ消費者ネットワーク幹事会 

16 日 とちぎ消費者ネットワーク消費者問題学習会 

 

 

◇行政関連 

1 日 栃木県グリーン農業推進協議会 

7 日 とちぎ食育推進連絡会 

23日 宇都宮市食品安全懇話会 

28日 とちぎ子育てネットワーク 

30日 栃木県保健福祉部長ご挨拶 

 

 

 

 

◇防災・被災地支援 

 1日 MCA防災無線訓練 

 

◇その他 

1日 全漁連第28回全国青年・女性漁業者交流大会審査会 

2日     〃 

3日 食料・農業・環境を考えるセミナー 

4日 第61回全国消費者大会 

11 日 子どもSUNSUNプロジェクト学習会 

13日 とちぎコープNPO助成審査会傍聴 

20日 こくみん共済coop来訪 

22 日 日本生協連中央地連運営委員会 

日本生協連議案検討会議 

栃木放送番組審議会 

26日 ふれあいコープ全体会 

28日 子どもSUNSUNプロジェクト定例会 

 

<適格消費者団体NPO法人とちぎ消費者ﾘﾝｸの活動> 

23 日 とちぎ消費者リンク学習会 

     事例検討委員会 

14日 事務局会議 

以上 

県連活動 
 



⚫ 3月27日(月) 2023年度 第1回地域部会 初開催(参加者7名、陪席2名) 

地域部会は地域生協の協同と連帯活動強化を基本精神に、共通する事業分野の交流をはかり、

一層の発展に資する事を目的とします。地域生協を中心に希望する会員が参加し、情報や資料

を持ち寄って定期的に事業や活動の交流をすることを確認しました。 

第1回の内容は、部会設立の目的確認、部会長選出、参加生協より宅配事業に関する2023年

度計画と重点課題の報告・交流等を行い、今後、拡大方法・利用継続・休眠対策・環境対策・

人材確保について交流を進めることとしました。また、陪席参加のこくみん共済coopから、コ

ープ共済新社会人コースに関して大学生協との交流を具体化する等の報告がありました。次回

開催は10/23(月)、生協連は事務局を兼任します。 

 

 

２．行政関連 

⚫ 3月2日(木) 栃木県グリーン農業第二回推進協議会 

第一回協議会で協議された「とちぎグリーン農業推進方針(案)」に対し、1月～2月にパブリッ

クコメントが実施されました。意見等が反映された修正案が今回提案され、推進方針にあるよ

うな取り組みを既に実施している団体等から事例が報告される等、協議がされました。生協連

では、生産者と消費者の情報共有という課題分野で、実際に取り組まれている各地域生協の

「生産者交流」等、相互理解の大切さを報告しました。 

 方針は３月には決定となり、いよいよ実施となります。方針ではいろいろな改革目標を設

定していますが、中でも有機栽培の目標では2030年に耕作面積を5倍以上と掲げています。環

境に配慮した農業、持続可能な農業を前進するには、生産･流通･消費･行政の連携が不可欠で

す。 

 

⚫ 3月7日(火) 令和4年度第2回とちぎ食育推進連絡会 

参加団体より、2022年度の食育の取組報告を行いました。生協連からは会員生協の取り組み

全般の資料報告と、地域生協の「組合員との農業体験、生産者交流会等、農業と食をつなぐ取

り組み」について口頭で報告しました。また、今年は栃木県誕生150年の節目となることから、

これを契機に栃木の食文化や郷土料理、農業・農村の持つ価値や魅力などを広めるため、活動

テーマを「未来に伝えたい“とちぎの食と農”」とし、推進することを確認しました。 

参加団体とちぎ未来づくり財団/栃木県栄養士会/栃木県食品衛生協会/栃木県食生活改善推進員協議会/栃木県

商工会連合会/栃木県農業士会/栃木県女性農業士会/栃木県農業振興公社/栃木県農協中央会/栃木県

地域婦人連絡協議会/栃木県PTA連合会/栃木県小学校長会/栃木県学校栄養士会/栃木県学校給食会/栃

木県市長会(小山市農政課)/関東農政局/下野新聞社編集局/宇都宮大学/アサヒクッキングスクール/

栃木県農政部/栃木県保健福祉部健康増進課健康長寿班/教育委員会事務局学校安全課保険・給食担当

/農政部農政課食育・地域地産地消 

  

⚫ 3月23日(木) 令和4年度第2回宇都宮市食品安全懇話会 

 この懇話会は、宇都宮市における食品安全行政の対策や食品安全確保に係る方針・計画等に

関して検討し、施策に反映させ、食品安全行政の円滑な推進を図ることを目的に設置されまし

た。学識経験者3名、関係団体9団体、食品関連事業者5団体、消費者2名の19委員で構成されて

います。今回は以下の議事について協議しました。 

・「令和5年度宇都宮市食品衛生監視指導計画」の策定について 

   ・「(仮称)第4次宇都宮市食品安全推進計画」の策定について 

構成会員 

とちぎコープ生協、よつ葉生協、生活クラブ生協、生協パルシステム茨城 栃木、生協パルシステム群馬、 

栃木県生活協同組合連合                       陪席 こくみん共済ｃｏｏｐ  



３.その他 

⚫ 3月3日(金) 食料・農業・環境を考えるセミナーに参加 
主催：食料・農業・環境を考える千葉県民フォーラム 後援／千葉県・千葉市・千葉県市長会・千葉県町村会・ＪＡ全中  

世界的な気候変動に加え物価高騰や緊迫する海外情勢等、私たちの｢食｣とそれを取り巻く

｢環境｣が脅かされつつある今、｢食料安全保障｣と｢農業・環境｣について改めて考えました。 

■基調講演①:わが国の食料問題を考える食料問題と環境問題のジレンマ 

講師:東京大学大学院農学生命科学研究所 副研究科長 中嶋 康博 氏 

■基調講演②:気候変動とわたしたちの食・農業 

講師:国立研究開発法人 農業・食品産業技術総合研究機構 ｸﾞﾙｰﾌﾟ長補佐 杉浦 俊彦 氏 

⚫ 3月4日(土) 第61回全国消費者大会に参加 

大会統一テーマ「平和で持続可能な未来のために 今、ともに学び行動しよう！」 

・第1セッション【環境・エネルギー】再生可能エネルギーへの転換～原発と石炭火力は必要なのか～ 

講師:認定NPO法人気象ネットワーク理事・東京事務所長 桃井貴子 氏 

・第2セッション【消費者政策】「SDGs世代の今 消費者としての生き方を考える」 

講師:日本女子大学家政学部教授、立教大学法学部教授、お茶の水女子大学教授 細川幸一 氏 

・第3セッション【憲法・人権】「当事者主権の福祉社会へ」 

講師:社会学者、東京大学名誉教授、認定NPO法人ｳｨﾒﾝｽﾞｱｸｼｮﾝﾈｯﾄﾜｰｸ理事長 上野千鶴子 氏 

⚫ 3月11 日(土) 子どもSUNSUNプロジェクト学習会 

「多文化共生保育 すでにはじまっている 多文化共生社会の新常

識！」が開催されました。 

■講師:多文化リソースセンターやまなし代表 加藤 順彦 氏 

■講師:多文化共生保育･小規模保育園「みんなのいばしょ」 

施設長 元山ビアンカミエコ 氏 

⚫ 3月22 日(水) 日生協中央地連運営委員会 

以下の議案に沿って協議しました。 

 



⚫ 3月22日(水) 中央地区総会議案検討会議 

日本生協連通常総会予定議案、日本コープ共済連通常総会予定議案について、検討会議が

開催されました。 

◎日本生協連第73回通常総会予定議案提案 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎コープ共済連提案 

  

 

 

 

 

 

 

１．とちぎ消費者ネットワーク 

⚫ とちぎ消費者カレッジ 

 宇都宮商業高校定時制にて、今年度最終のとちぎ消費者カレッジを開催し 32 名が参加し

ました。2022年度の開催回数は、高校 11校 11回、大学・短大・専門学校 14校 22回、教師

研修会 1回、合計 25校 34会場 3,333名となりました。 

開催日 開催校 演題 講師 人数 

3 月 13 日

(月) 

宇都宮商業高校 

定時制 

社会への扉 

～契約とは何だろう? お金と生活の安全

を守るにはどうすればよいのだろう？～ 

弁護士  

阿部 健一 氏 
32 名 

 

2022年度実績 開催会場 開催回数 参加人数 

大学、短大、専門学校 14校 22 回 1,741名 

高校  11校 11 回 1,534名 

 学生計 3,275名 

栃木県高等学校 家庭課主任研修会 1 回 58名 

    全体計 

34回(会場) 

 

3,333名 

※昨年度実績は「高校 12校、大学・短大・専門学校 10校 22校 26回 7,482名」でした。 

今年度は作新学院高校(昨年 3,586 名参加)での開催が見送られたため、合計人数は減少し

ています。  

ネットワーク活動 



⚫ 3月 14日(火) とちぎ消費者ネットワーク幹事会 

幹事会学習会として、幹事の 高岡 得郎 氏 を講師に「消費生活アドバイザーの紹介と活

動の課題」を開催しました。その後、2022 年度の活動振り返りと 2023 年度の活動計画、市

町消費者行政アンケート(隔年で施行)、特定商取引法５年後見直しについて栃木県議会へ採

択の要請、消費者問題学習会の開催案、とちぎ消費者カレッジ進捗状況等の報告、および、

参加団体からの活動報告を行いました。 

 

⚫ 3月 16 日(木) とちぎ消費者ネットワーク消費者問題学習会 

消費者問題学習会を開催しました。 

■演題:インターネット通販トラブルの現状と問題点 

～トラブルを避けるための注意ポイント～ 

■講師:一般社団法人 ECネットワーク理事 原田 由里 氏 

コロナ禍の影響もあり、ネットショッピングが増加しています。その陰で、新手の詐欺被

害等のトラブルも急増し、スマホの普及による被害の低年齢化も懸念されています。私たち

はどのようにネットリテラシーを上げていけばよいのか、

また、自分のみならず、子どもを含む家族の被害を防ぐた

めにはどうすれば良いのか、最新の事例を交えながら、安

全にネットショッピングを利用するためのチェック等につ

いて、分かりやすくご講義頂きました。 

  



栃木県生協連 2023年 4月度、5月度の活動予定 

2023年 3月 31日(金) 

   栃木県生活協同組合連合会 

 

 

 

2023年 4月度予定 

3 日 (月) MCA防災無線訓練 

6 日 (木) とちぎ食の安全ネットワーク世話人会 

6 日 (火) 
栃木県くらし課来訪 

とちぎ食の安全ネットワーク世話人会 

10 日 (月) 第 6回くらし部会 

11 日 (火) 第 6回定例理事会 

13 日 (木) 栃木県食肉公正取引協議会総会 

16 日 (土) NPO法人とちぎ消費生活サポートネット理事会 

18 日 (火) 第 6回常務理事会 

22 日 (土) 農学会公開シンポジウム 

25 日 (火) とちぎ消費者ネットワーク幹事会 

26 日 (火) とちぎ地産地消県民運動実行委員会幹事会 

27 日 (木) 適格消費者団体 NPO法人とちぎ消費者リンク理事会 

27 日 (木) 適格消費者団体 NPO法人とちぎ消費者リンク理事会 

29 日 (土) 第 94回栃木県メーデー中央大会 

    

2023年 5月度予定 

11 日 (木) 生協連会計監査 

13 日 (土) UWN総会 

16 日 (火) 第 7回定例理事会 

18 日 (木) 適格消費者団体 NPO法人とちぎ消費者リンク事例検討委員会 

    


